





























































ことにする。 （P.38 上 L.2～ L.11）
「が」も用いられず、そうかといって「は」もやや不的確な例があるからである。（省略）「φ」
は「は」の省略だと考えず、「φ」自体が主題表示の機能を持つと考えた方がよい。


























例文採集は、2007年 4月 9日から 2007年 4月 15日に行った。（　）内は、本稿での出
典表示である。
『Asahi.com』 朝日新聞 http://www.yomiuri.co.jp/ （朝日）
『共同通信社』  http://kyodo.co.jp/ （共同）
『MSN Japan』 毎日新聞 http://jp.msn.com/ （毎日）
『NIKKEI NET』 日本経済新聞 http://www.nikkei.co.jp/ （日経）
『SankeiWEB』 産経新聞 http://www.sankei.co.jp/ （産経）
『Yahoo! JAPAN』 http://www.yahoo.co.jp/ （Yahoo）
































































































（22）＜邦人誘拐＞有力情報に賞金 120万円　パラグアイ国家警察 （Yahoo 4/10 01:11）
（23）＜パラグアイ日本人誘拐＞山口佐和子さんを解放 （Yahoo 4/10 22:02）
（24）山口さん無事解放＝パラグアイ邦人誘拐事件 （Yahoo 4/11 01:01）
（25）解放の山口さん、防犯カメラに＝犯人情報なし－パラグアイ邦人誘拐

















































　　　松坂（ハ /ガ /φ）7回 3失点で負け投手
　　　3失点で負け投手（＊ハ /＊ガ /φ）松坂
（28）宮里藍、イーブンバーで 42位…米女子ゴルフ 3日目 （読売）
　　　宮里藍（ハ /ガ /φ）イーブンバーで 42位














When the information status of the subject NP-ga is: 
a）Inactive （new）, no element can be deleted. 
b）Semiactive （accessible）, ga deletion is possible. 
c）Predictable therefore Active （given）, subject NP deletion is possible.
 （P.699 L.28～ L.31）
A referent may become ‘Semiactive’ in the speaker’s consciousness when a referent is 
associated with a nonlinguistic occurrence/event/state/entity which the speaker can be 
aware of, and which, for that reason, has been peripherally active, even though not directly 





して聞き手に提示しようとすると、「ハもガも使えない文」になる。 （P.293 L.22～ L.26）
これらの説は、実例からも分かるように見出しの無助詞にも当てはまる。
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